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ブロッコリー根こぶ病対策指針
平成 26年 11月改定
吉野川農業支援センタ－

ブロッコリ－の栽培面積の拡大とともに、根こぶ病の
被害も拡がっており、栽培上最も重要な問題となってい
ます。そこで、根こぶ病の発生を軽減し、安定生産を図
ることを目的に病害対策の指針を作成しました。

Ⅰ 根こぶ病発生の原因

根こぶ病菌(以前はカビの一種とされたが現在は原生動物に分類)が感染すると、
根の中で増殖、こぶ状に肥大し、養水分の吸収が阻害され、生育が停滞します。
こぶの中の病原菌は、休眠胞子(植物で例えれば種子)となり土壌中に放出され

ます。休眠胞子は、新たに作付けされたブロッコリ－などの根を感知すると発芽
し、遊走子となって根に取り付き(一次感染)、発病(二次感染)を繰り返します。
発病根のこぶの中には非常に多くの休眠胞子が含まれており、発病ほ場では爆

発的に病原菌の密度が上昇し、発病程度が激化することになります。
また、休眠胞子は土壌中で長期間(数年～１０年程度)生存するため、汚染ほ場

では長い間発病の危険にさらされることになります。

根こぶ病の発病メカニズム

↑
二次遊走子

←休眠胞子
一次遊走子→

←休眠胞子

休眠胞子が発芽し、一次遊走子となって根に取り付く・・・一次感染
一次感染した株から二次遊走子が発生し、根に取り付き、増殖・・・二次感染（発病）

Ⅱ 根こぶ病菌の特徴
１ ブロッコリ－、キャベツ、ハクサイなどアブラナ科野菜だけに発病
２ 絶対寄生菌で生きた植物細胞にだけ寄生
３ 土壌伝染し、土の移動によって汚染が拡大
４ 酸性土壌を好み、土壌ｐＨ６以下付近で最も発病しやすい
５ 土壌ｐＨ７．５以上のアルカリ性土壌では発病抑制（pH8以上で発病しない。）
６ 休眠胞子の発芽適温は１８～２５℃
７ 発芽した休眠胞子は土壌水分中を遊泳してほ場に拡散

Ⅲ 根こぶ病の防除対策
完全に防除することは困難な病害ですが、栽培管理によって発病を遅らせたり、
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発病を軽減することは可能です。適切な対策を講じることで長期間作付けを続ける
ことができます。

第１段階：未発生ほ場

この段階では、病原菌のほ場への持ち込みを抑えることと病害が発生しづらい
環境を整えることが重要です。次の点に注意し、少しでも発病を遅らせることが
対策の第１歩になります。
（１）トラクタ－などの農機具からの持ち込みを抑える

・汚染ほ場で使用した農機具は丁寧に洗浄
（２）苗からの持ち込みを防ぐ

・無病の育苗培土を用い、無病の育苗床で育苗
（３）発病しにくいほ場環境を整える

・石灰資材の投入や施肥に石灰窒素の併用など、ほ場のｐＨをアルカリ
性側に保つ

・ほ場の排水性を改善する
（４）発病の有無をチェックする

・収穫終了後に株の一部を抜き取り、発病の有無を確認
・軽度の発病がみられる場合には次の段階に移行

第２段階：微～軽度発生ほ場

根に小～中程度のこぶが着いているが、地上部の生育には深刻な影響は出てい
ない程度のこの段階では、病原菌の密度を上げないこと、汚染の範囲を広げない
ことが重要です。次の対策を組合せ被害の拡大を防ぎましょう。
（１）薬剤等による防除

・被害が蔓延する前に薬剤により確実に防除
◇根こぶ病に登録のある薬剤(ブロッコリ－) 平成 26 年 11 月 12 日現在

薬 剤 名 倍率・使用量 使用回数 使 用 時 期 備 考

ランマンフロアブル 500倍・2L/箱 １ 定植前日～当日 育苗箱に灌注

ダコニ－ル１０００ 1,000倍・3L/m2 １ 定植時 土壌灌注

フロンサイド粉剤 30～ 40kg/10a １ 播種又は定植前 全面土壌混和
15～ 20kg/10a 作条土壌混和

フロンサイドＳＣ 500ml/10a・ 100 １ 定植前 全面散布後土壌混和

～ 150L/10a

ネビジン粉剤 20～ 30kg/10a １ 播種又は定植前 全面土壌混和
20kg/10a 作条土壌混和

ネビリュウ 20～ 30kg/10a １ 定植前 全面土壌混和
20kg/10a 作条土壌混和

オラクル粉剤 30kg/10a １ 定植前 全面土壌混和
20kg/10a 作条土壌混和

オラクル顆粒水和剤 300g/10a・ 100 １ 定植前 全面散布後土壌混和

～ 150L/10a
200 ～ 500 倍 ・ 育苗箱に灌注

0.5L/箱

フイールドキーパー 200倍 ２ 播種直後及び 育苗箱に灌注
水和剤 （微生物農薬） 定植前日から当日

・石灰窒素の併用：石灰窒素を作付け２週間以上前に 100kg/10a 以上施用
して土壌混和処理する。
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石灰窒素により投入した窒素分を元肥から減肥しておく。

（２）被害株の適切な処分
・被害株(地下部のこぶ)を焼却処分するか、ほ場外に持ち出し処分する

（３）ほ場での水移動を制限
・畝間潅水は病原菌の拡散を助長する。チュ－ブやスプリンクラ－で潅水
・圃場の排水対策をする。

（４）おとり作物の作付け、および輪作
・ブロッコリ－の作付け前におとり作物（葉ダイコンやエン麦）を作付け
→すき込みを行い、休眠胞子の密度を下げる

・ほうれんそう、レタス等のアブラナ科以外の作物を栽培するとおとり作
物と同じような抑制効果がある。

＜おとり作物＞
休眠胞子の発芽を誘発し、一次感染するが、発病(二次感染)しない作物。
根こぶ病菌が一次感染したおとり作物をすき込み、腐熟させることで、生きた細
胞にしか寄生できない病原菌を死滅させ、休眠胞子の密度を下げることができる。

＜おとり作物利用上の留意点＞
①すき込んだおとり作物が完全に腐熟してから次作の作付けを行う
②おとり作物すき込み時に石灰窒素等を投入し、腐熟を促進させる
③葉ダイコンやエン麦は湿害に弱いので、播種前にほ場の排水対策を施す
④休眠胞子の発芽を阻害する農薬（ネビジン粉剤）を使用しているほ場では十
分な効果が期待できない場合がある

（５）適正な施肥管理
リン酸過多圃場では遊走子の遊泳が活発になり、発病しやすくなるので
適正な肥培管理を行う。

最終段階：中～重度発生ほ場

薬剤防除やその他の対策を実施しても十分な効果が得られなくなったほ場で
は、根こぶ病が発生しない作物に転換するか、次の対策を実施します。

（１）作型を転換する
・平均気温が２０℃以下になる１０月中旬以降に定植する作型に転換する
・併せて薬剤等の防除対策を実施する

（２）耐病性品種を作付する
・品質、収穫時期など品種の特性を把握した上で、耐病性品種を導入
・併せて薬剤等の防除対策を実施する

（３）超緩効性石灰資材である転炉スラグを大量に投入し、ほ場のｐＨを８．０
以上に上げる。
・土壌のｐＨを上げることで、病原菌の増殖を阻害し発病を抑える

＜転炉スラグ（転炉さい）＞
ケイ酸、鉄、カルシウムが主成分。消石灰や炭酸カルシウムなどに比べ、土壌

のｐＨを上げる効果が長続きする性質がある。また、多量に投入しても過剰害を
引き起こしにくい
○商品名：転炉苦土石灰、こぶとり転炉さい、など
○投入量：１０ａ当たり２トン程度（圃場によって投入量が違うので土壌 pH8
以上になるように量を調整）
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＜転炉スラグ利用上の留意点＞
①あらかじめ土壌診断を行い、pH8以上になるように投入量を決定する。
②一度投入しても毎年少しずつ流亡して畑地で４年程度しか効果が持続しな
いので毎年 200kg/10aづつ追加施用するか、５年目に再施用を行う。
③水田では、高アルカリ性で水稲の生育障害を引き起こし、湛水による流亡
量が多くなるのであまり使用に適さない。

④高 pHにより苦土欠乏症がでやすいので苦土を施用する。

発病状況を把握し、これらの対策を組み合わせ
て実施しすることで根こぶ病の発症を抑え、安定生
産を行いましょう。

＜参考＞ 転炉苦土石灰の多量施用による根こぶ病防除効果
（平成２１年度吉野川農業支援センタ－設置の展示ほ結果より）

◇転炉苦土石灰施用の有無と発病度

展示ほ場 展 示 区 分 根こぶ病発病度＊ 備 考

転炉苦土石灰無施用（薬剤防除） ４３．１ 発病度
土成ほ場 根こぶ 病の発病程

転炉苦土石灰２ｔ／１０ａ（無防除） １．３ 度を（発生無＝０）

～（激発＝４）の

転炉苦土石灰無施用（薬剤防除） ９０．０ ５段階に区分。

阿波ほ場 発病程度毎の出現

転炉苦土石灰２ｔ／１０ａ（無防除） ３２．５ 株数をもとに計算

◇転炉苦土石灰施用の有無と根部の状態（土成ほ場）

◇転炉苦土石灰施用の有無と土壌ｐＨ

慣行区：転炉苦土石灰無施用（薬剤防除）
転炉さい区：転炉苦土石灰 2t/10a（無防除）
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